
支

人

の
日
記

に
記

さ
れ
た
甲
府

は
じ
め
に

こ
の
小
文
は
、
い
わ
ゆ
る
文
人
と
言
わ
れ
る
人
達
が
甲
府

（特
に
戦
前
の
）

に
足
を
か
み
入
れ
た
時
、
彼
等
の
感
性
に
ど
う
映

っ
た
か
を
そ
の
日
記
の
中
に

み
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一　
種
田
山
頭
火

今
ま
た
山
頭
火
ブ
ー
ム
で
あ
る
。

「
分
け
入
つ
て
も
分
け
入
つ
て
も
青
い
山
」

明
治
十
五
年
山
口
県
防
府
に
生
ま
れ
、
家
業
の
没
落
、
妻
子
と
の
別
れ
な
ど

人
生
の
辛
酸
を
な
め
つ
く
し
て
四
四
歳
で
出
家
得
度
し
、
孤
独
の
旅
を
つ
づ
け

た
放
浪
の
俳
人
山
頭
火
の
自
由
律
俳
句
が
な
ぜ
か
現
代
人
の
魂
を
ゆ
り
動
か
す
。

「
焼
き
捨
て
て
日
記
の
灰
の
こ
れ
だ
け
か
」

と

一
度
は
過
去
を
清
算
し
た
も
の
の
泥
酔
と
無
頼
、
放
浪
と
行
乞
の
生
活
は

生
涯
捨
て
き
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
彼
は
記
録
す
る
放
浪
者
で
も
あ

っ
た
。

「
私
は
ま
た
旅
に
出
た
、
愚
か
な
旅
人
と
し
て
放
浪
す
る
よ
り
外
に
私
の
生

き
か
た
は
な
い
の
だ
。
」
と
昭
和
五
年
九
月
九
日
の

「
日
記
」
に
記
し
て
か
ら

正

司

昭
和
十
五
年
十
月
八
日
つ
ま
り
五
九
歳
で
死
ぬ
三
日
前
ま
で
漂
泊
者
と
し
て
の

心
身
の
振
幅
を
俳
句
と
共
に

「
日
記
」
に
残
し
て
い
る
。

そ
の
山
頭
火
が
傷
心
の
旅
を
つ
づ
け
て
甲
府
に
や

っ
て
き
た
の
は
昭
和
十

一

年
五
月
の
初
め
、
五
五
歳
の
と
き
で
あ
り
、
前
年
八
月
カ
ル
モ
チ
ン
を
多
量
に

服
用
、
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
い
福
岡
県
小
郡
町
の

「
其
中
庵
」
を
出
て
よ
り
死

場
所
を
求
め
て
の
旅
路
で
あ

っ
た
。
昭
和
十

一
年
四
月
二
十
六
日
東
京
で
の

「層
雲
」
記
念
大
会
に
出
る
。

「
層
雲
」
は
、
山
頭
火
の
俳
句
の
師
で
あ
る
荻

原
井
泉
水
が
主
宰
し
た
自
由
律
俳
句
雑
誌
で
あ
る
。
そ
の
中
央
大
会
の
帰
り
山

頭
火
は
甲
州
路
に
入
る
。

「
花
が
葉
に
な
る
東
京
よ
さ
ょ
う
な
ら
」
と
。

以
下
、
そ
の
日
記
を
記
し
て
み
た
い
。

五
月
四
日
　
日
本
晴

甲
州
路
を
た
ど
る
。
十
三
洞
君
が
し
ん
せ
つ
に
も
浅
川
ま
で
送

っ
て
下
さ
っ

た
、
君
の
温
情
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
し
、
私
は
そ
の
温
情
に
甘
え
た
や
う
だ
。

汽
車
で
小
仏
峠
を
越
え
る
、
雑
木
山
の
う
つ
く
し
さ
よ
。
山
ま
た
山
、
富
士

が
ひ
ょ
っ
こ
り
白
い
あ
た
ま
を
の
ぞ
け
る
、
山
は
け
は
し
く
鉛
は
か
か
く
雑

ィJヽ



木
者
葉
は
か
が
や
く
。
与
瀬
か
ら
上
野
原
ま
で
歩
い
て
、
清
水
屋
と
い
ふ
安

宿
に
泊
る
、　
一
泊
二
飯
で
五
十
銭
は
安
か
っ
た
。

（追
憶
）

・
何
か
さ
み
し
く
死
ん
で
し
ま
へ
と
と
ぶ
と
ん
ぼ

五
月
五
日
　
晴

至
る
と
こ
ろ
鯉
峨
吹
流
し
が

へ
ん
ば
ん
と
し
て
青
空
で
お
ど

っ
て
ゐ
る
。

や

っ
と
自
分
と
い
ふ
も
の
を
と
り
か
へ
し
て
私
ら
し
く
な

っ
た
や
う
で
あ
る
。

五
月
の
甲
州
街
道
は
ま
こ
と
に
よ
ろ
し
い
。
桂
川
峡
で
は
河
鹿
が
鳴
い
て
ゐ

た
。
山
に
も
野
に
も
い
ろ
い
ろ
の
花
が
咲
い
て
ゐ
る
。
猿
橋
。

・
若
葉
か
が
や
く
今
日
は
猿
橋
を
渡
る

こ
ん
な
句
が
出
来
る
の
も
旅
の
一
興
だ
。
甲
府
ま
で
汽
車
、
笹
子
峠
は
長
か
っ

た
、
大
菩
薩
峠
の
名
に
心
を
ひ
か
れ
た
。
甲
斐
絹
水
品

の
産
地
、
葡
萄
郷
、

安
宿
は
雑
然
騒
然
、
私
の
や
う
な
旅
人
は
何
と
な
く
も
の
か
な
し
く
な
る
。

酒
を
叩

っ
て
甲
府
銀
座
を
さ
ま
よ
ふ
。
老
を
痛
切
に
感
じ
る
。
と
も
か
く
今

日
ま
で
死
な
な
い
で
ゐ
る
け
れ
ど
！

（生
き
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
）

い
ｏφ〕
ｏヽ
や
付Φ　
ｏす
ω
】ω
Ｏ
ｏ゙【
一

。
し
つ
と
り
濡
れ
て
草
も
わ
た
し
も
て
ふ
て
か
も

五
月
六
日
　
曇

何
も
彼
も
暗
い
、
天
も
地
も
人
も
。

（自
嘲
）

ど
う
に
も
な
ら
な
い
生
き
も
の
が
夜
の
底
に

（追
加
）

旅
は
い
つ
し
か
春
め
く
泡
盛
を
あ
ほ
る

五
月
七
日
　
と
う
と
う
雨
と
な

っ
た
。

緑
平
老
か
ら
旅
費
を
送

っ
て
貰
ふ
。
あ
り
が
た
し
か
た
じ
け
な
し
。
孤
独
な

散
歩
者
と
し
て
。
―

五
月
八
日
　
曇

心
機

一
転
、
こ
れ
か
ら
私
は
私
ら
し
い
旅
人
と
し
て
出
立
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（中
略
）

・
風
は
五
月
の
さ
わ
や
か
な
死
ざ
ま

・
ひ
ょ
い
と
月
が
出
て
ゐ
た
富
士
の
む
か
う
か
ら

（甲
州
か
ら
信
州

へ
）

ｏ
日
の
照
れ
ば
雪
山
の
い
よ
い
よ
白
し

（以
下
略
）

甲
府
に
四
泊
し
て
長
野

へ
と
向
う
の
だ
が
、
甲
府
市
内
の
安
宿
に
と
ま
り
、

安
酒
を
く
ら

っ
て
銀
座
通
り
を
さ
ま
よ
い
歩
く
山
頭
火
の
姿
が
紡
彿
と
し
て
目

に
う
か
が
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
十

一
年
当
時
の
甲
府
銀
座
は
、
同
年
九
月
に
銀
座

一
、
二
、

三
丁
目
商
店
街
の
業
者
五
四
名
に
よ

っ
て

「
銀
座
地
区
商
業
組
合
」
が
設
立
さ

れ
る
な
ど
繁
栄
を
き
わ
め
た
年
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
ネ
オ
ン
か
が
や
く
カ
フ
エ

街
か
ら
は

「
忘
れ
ち
ゃ
い
ヤ
ょ
」

「
男
の
純
情
」

「
あ
あ
そ
れ
な
の
に
」
等
の

流
行
歌
の
レ
コ
ー
ド
が
流
れ
、
は
な
や
い
で
い
た
。

こ
の
年
は
ま
た
甲
府
連
隊
が
出
動
し
た
あ
の
二
・
二
六
事
件
の
起
き
た
年
で

も
あ
り

「
今
か
ら
で
も
お
そ
く
な
い
」
の
こ
と
ば
が
庶
民
の
間
に
流
行
し
た
。

た
が
、
甲
府
銀
座
の
に
ぎ
や
か
な
ネ
オ
ン
の
色
も
、
流
行
歌
も
山
頭
火
に
と

っ

て
は
、
そ
の
心
を
い
や
す
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
死
を
求
め
て
の
旅
路
は
す

で
に

「
お
そ
く
」
帰
り
の
な
い
道
の
り
で
あ
り
、
甲
府
は
そ
の

一
里
塚
に
す
ぎ

な
か

っ
た
こ
と
は
、
日
記
の
中
に
よ
み
と
れ
る
。

羽 1-



一
一　
野
上
爾
生
子

山
頭
火
が
甲
州
か
ら
信
州

へ
と
向

っ
た
同
じ
昭
和
十

一
年
の
秋
―
山
頭
火
と

は
全
て
の
面
で
反
対
の
境
遇
に
あ

っ
た
と
い
っ
て
よ
い
同
世
代
の
女
流
作
家
野

上
爾
生
子
は
、
北
軽
井
沢
に
あ

っ
た
別
荘
を
出
て
松
本
、
上
諏
訪
を
経
て
の
東

京

へ
の
帰
り
中
央
線
の
車
窓
か
ら
甲
府
近
辺
の
景
色
を
な
が
め
そ
の
日
記
に
こ

う
記
し
て
い
る
。

十
月
九
日
　
金
　
晴

七
時
四
十
分
の
、ハ
ス
で
帰
途
に
つ
く
。
ホ
テ
ル
ま
で
歩
り
く
途
中
霜
が
ま
っ

白
で
あ

っ
た
。
松
本
か
ら
す
ぐ
汽
車
に
乗
る
代
り
、ハ
ス
に
よ

っ
て
塩
尻
峠
を

越
し
上
諏
訪
に
出
て
そ
こ
よ
り
汽
車
に
す
る
。

（中
略
）
十
七
日
に
北
軽
の

ヴ
ィ
ラ
を
あ
と
に
し
て
か
ら
三
日
間
天
気
も
丁
度
晴
れ
が

つ
づ
い
て
、
利
用

さ
れ
る
だ
け
旨
く
時
間
を
も
金
を
も
利
用
し
た
と

〔
い
ふ
〕
か
ん
じ
を
も

っ

て
ま
た
汽
車
に
乗
り
、
夕
暮
新
宿
着
。
―
途
中
で
は
久
し
ぶ
り
に
見
る
甲
府

附
近
の
葡
萄
畑
の
見
事
さ
と
、
そ
の
ま
わ
り
の
村
の
い
か
に
も
ゆ
た
か
ら
し

い
立
派
な
村
屋
が
限
に
と
ま
っ
た

（以
下
略
）

明
治
十
八
年
大
分
県
に
生
ま
れ
、
漱
石
門
下
の
野
上
豊

一
郎
と
結
婚
、
漱
石

の
紹
介
に
よ
り
文
壇
に
デ
ビ

ュ
ウ
し
た
野
上
爾
生
子
は
、
大
正
十
二
年
か
ら
昭

和
六
十
年
三
月
百
歳
を
目
前
に
し
て
死
去
す
る
ま
で
の
な
ん
と
六
十
二
年
間
に

わ
た

っ
て

「
日
記
」
を
書
き
つ
づ
け
て
い
る
。
安
倍
能
成
、
小
宮
豊
隆
、
岩
波

茂
雄
な
ど
当
時

一
流
の
知
識
人
と
の
交
遊
が
記
さ
れ
、
家
に
は
二
、
三
人
の
女

中
を
お
き
、
夏
に
は
別
荘
暮
し
を
し
な
が
ら
文
筆
に
は
げ
む
日
記
か
ら
は
、
豊

か
な
生
活
と
環
境
が
う
か
が
い
し
れ
る
。
五
五
歳
の
山
頭
火
が
酒
と
涙
で
た
ど

っ

た
道
を
五

一
歳
の
爾
生
子
は
逆

コ
ー
ス
で
秋
の
旅
情
を
楽
し
ん
だ
の
だ
。
甲
府

周
辺
の
ぶ
ど
う
畑
や
家
並
を
余
裕
を
も

っ
て
、
め
で
て
い
る
。

同
じ
文
学
の
道
を
行
き
、
同
じ
世
代
に
生
き
な
が
ら
人
さ
ま
ざ
ま
な
人
生
観

と
人
間
像
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
共
に
昭
和
十

一
年
の
日
記
か
ら
で
あ
る
。

〓
一　
徳
川
夢
声

あ
の
独
特
の
語
り
口
で
人
気
を
集
め
た

「
宮
本
武
蔵
」
で
知
ら
れ
る
徳
川
夢

声
は
、
明
治
二
十
七
年
島
根
県
に
生
ま
れ
、
大
正
三
年
活
動
写
真
の
弁
士
と
な

り
、
ト
ー
キ
ー
出
現
後
は
漫
談
家
、
俳
優
と
し
て
活
躍
し
た
。
夢
声
は
読
書
家

で
も
あ
り
、
文
筆
に
も
す
ぐ
れ
著
書
も
多
く
残
し
て
い
る
。

「
太
平
洋
戦
争
日
記
」
は
、
戦
時
下
の
世
相
史
で
あ
り
、
さ
ら
に
貴
重
な
芸

能
史
、
食
物
史
で
も
あ
る
。
昭
和
十
九
年
三
月

一
日
か
ら
東
京
歌
舞
伎
座
、
東

京
劇
場
、
大
阪
歌
舞
伎
座
、
京
都
南
座
等
全
国

一
九
の
大
劇
場
が
休
場
と
な

っ

た
。決

戦
非
常
措
置
要
綱
に
基
づ
く
∧
高
級
享
楽
の
停
止
Ｖ
で
あ

っ
た
。
歌
舞
伎

役
者
や
芸
能
人
は
劇
場
を
追
わ
れ
、
娯
楽
に
う
え
た
国
民
の
た
め
、
夢
声
ら
は

軍
需
工
場
の
慰
問
や
、
地
方
公
演
を
終
戦
時
ま
で
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

昭
和
十
九
年
五
月
夢
声

一
行
は
、
宮
山
、
中
津
川
、
辰
野
、
上
諏
訪
を
経
て

甲
府
に
入
る
。
慰
問
旅
行
の
一
座
で
あ
る
。

二
十
四
日

　

（
水
躍
　
晴
　
快
）

〔甲
府
駅
講
堂
、
身
延
町
、
甲
府
議
事

堂
〕上
諏
訪
発
甲
府
駅
デ
第

一
回

（
三
百
五
十
人
）
。

駅
前
食
堂
デ
昼
食
。
身
延
電
車

二
乗
ル
、
随
分
乗
リ
デ
ア
リ
。
富
士
が
見

エ
ル
。
身
延
駅
の
会
場

（
五
百
人
）
は
、
バ
ラ
ッ
ク
の
寄
席
み
た
い
な
所
で



あ
る
が
、
楽
屋
の
背
後
を
富
士
川
が
流
れ
て
い
る
。
―

（中
略
）
―
福
チ
ャ

ン
部
隊
と
私
と
で
二
時
間
半
ほ
ど
勤
め
る
。
客
も
大
喜
び
で
あ
る
。
土
産
と

し
て
蕨
を
買

っ
て
貴
う
。
駅
の
人
が
買

っ
た
の
で
、
定
価
五
十
銭
を
四
十
銭

に
ま
け
て
く
れ
た
。
気
も
ち
の
よ
い
乗
り
で
あ

っ
た
。

司
令
部
の
自
動
車
デ
何
ト
カ
劇
場

二
行
キ
、
士
官

ノ
家
族

二
一
席
。
二
十

時
頃

ヨ
ヅ
浅
草
話

一
席

（
二
千
四
百
人
）
。
小
松
屋
旅
館

二
泊
ル
。
酒
宴
。

二
十
五
日

　

（
木
躍
）
四
時
半
起
床
。
朝
飯
芋
飯
、
量
沢
山
。
七
時
半
、

甲
府
駅
長

二
送
ラ
レ
出
発
―

（
以
下
略
）
―

二
十
六
日

　

（金
曜
）

〔終
日
在
宅
〕

世
話
フ
カ
打
夕
鉄
道
関
係

二
礼
状
フ
書
ク
。　
ハ
ガ
キ

ニ
俳
旬
フ
書
キ
入
レ
ル
。

名
刺
フ
見
テ
モ
顔
ガ
思
イ
出
セ
ナ
イ
人
ガ
ア
ル
。
―

（中
略
）
―

甲
府
駅
長
宛

晴
れ
曇
り
甲
府
盆
地
は
麦
の
秋

甲
府
運
輸
課
長
宛

晴
れ
曇
り
甲
府
盆
地
の
麦
の
秋

胃
を
病
め
る
身
の
筍
を
好
む
か
な

身
延
電
車
区
長
宛

新
ら
し
き
寄
席
の
楽
屋
や
河
鹿
鳴
く

隣
組
に
身
延
の
蕨
配
り
け
り

―

（以
下
略
）
―

昭
和
十
九
年
と
い
え
ば
す
で
に
食
糧
や
物
資
は
底
を
つ
き
、　
一
般
市
民
は
満

足
な
食
べ
物
な
ど
口
に
で
き
な
か

っ
た
と
き
で
あ
る
。
芸
能
人
に
と

っ
て
慰
間

の
旅
は
苦
し
か
っ
た
が
、
人
気
者
の
彼
等
は
軍
や
官
庁
関
係
か
ら
の
モ
テ
ナ
ツ

に
期
待
を
ふ
く
ら
ま
せ
強
行
軍
に
甘
ん
じ
た
の
で
あ
る
。
甲
府
市
内
小
松
屋
旅

館
で
の

「
酒
宴
」
は
お
そ
ら
く
そ
の
類
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
。
又
、
地
方
の

人
に
分
け
て
も
ら
う

「
土
産
」
も
貴
重
品
で
あ

っ
た
。
だ
か
ら
夢
声
は
、
旅
の

中
で
世
話
に
な

っ
た
人
に
お
礼
の
俳
旬
を
お
く

っ
て
い
る
。
ま
だ
甲
府
盆
地
に

は
、
の
ど
か
な
風
景
が
の
こ
っ
て
い
た
、
富
士
山
は
相
変
ら
ず
美
し
い
姿
も
見

せ
て
い
た
。

そ
れ
か
ら

一
年
余
り
が
過
ぎ
た
昭
和
二
十
年
の
七
月
夢
声
は
焼
野
原
と
化
し

た
甲
府
を
車
窓
よ
り
見
る
こ
と
に
な
る
。

十
二
日

　

（金
躍
　
暑
）
　

〔信
州
宮
田
劇
場
慰
問
〕
大
月
駅

二
事
故
ア

リ
、
列
車

ハ
猿
橋
駅

ヨ
ヅ
八
王
子
駅

マ
デ
引
返
シ
。
八
王
子
発
午
前
五
時
ノ

一
番

二
乗
ル
。
―
丈

中
略
）
―

甲
府
の
街
は
ス
カ
ッ
と
焼
失
し
て
い
た
。
駅
は
残

っ
て
い
る
が
、
車
窓
か

ら
邊
か
向
う
の
山
の
方
ま
で
、
綺
麗
に
見
通
し
が
利
く
。

「
戦
力
に
え
ら
い
影
響
で
す
な
」
と
、
若
い
陸
軍
大
尉
が
、
隣
席
の
中
年

の
陸
軍
大
尉
に
言

っ
た
。
斯
ん
な
こ
と
で
は
、
日
本
の
戦
力
は
ゼ
Ｐ
に
な

っ

て
了
う
、
と
い
う
意
味
な
の
だ
ろ
う
、
そ
の
若
い
士
官
は
、
独
り
言
の
よ
う

に
、

「
ゼ
ロ
で
す
な
」
と
吐
き
す
て
る
よ
う
に
言

っ
た
。
―
大

中
略
）
―

綺
麗
に
Ｂ
２９
が
掃
除
を
し
て
了

っ
た
甲
府
を
眺
め
、
そ
し
て
そ
の
両
大
尉

の
会
話
を
聴
い
て
い
る
と
、
日
本
は
ま

っ
た
く
絶
望
だ
と
い
う
気
が
し
て
く

る
。
そ
れ
で
い
て
私
は
少
し
も
暗
い
気
も
ち
に
な
れ
な
い
の
で
あ
る
。
―

（中
略
）
―

窓
外
の
風
景
が
ま
た
、
夏
の
明
朗
さ
で
あ
る
。
甲
斐
駒
や
八
ケ
岳
は
紺
青

に
冴
え
、
撫
子
は
淡
紅
に
冴
え
、
青
田
は
緑
の
畳
で
あ
る
。

（以
下
略
）

七
月
六
日
夜
か
ら
の
空
襲
で
甲
府
は
焼
け
た
。
だ
が
そ
の
周
辺
に
は
、
ま
だ



美
し
い
自
然
が
残

っ
て
い
た
の
だ
。

「
国
破
れ
て
山
河
在
り
」
二
人
の
軍
人
の
絶
望
的
会
話
を
耳
に
し
な
が
ら
、

夢
声
の
胸
中
を
去
来
す
る
す
る
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
う
っ
か
り

本
音
は
吐
け
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。

四
　
古
川
ロ
ッ
パ

夢
声
ら
と
浅
草
で
劇
団

「笑
の
王
国
」
を
昭
和
八
年
旗
あ
げ
、

エ
ノ
ヶ
ン
と

な
ら
が
喜
劇
界
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
と
な
っ
た
古
川
ロ
ッ
パ

（本
名

。
古
川
郁
郎
）

に
も
昭
和
風
俗
史
の
貴
重
な
資
料
に
あ
げ
ら
れ
る

「古
川
ロ
ッ
パ
昭
和
日
記
」

が
あ
る
。

明
治
三
十
六
年
東
京
麹
町
に
、
元
貴
族
院
議
員
で
男
爵
加
藤
照
磨
の
六
男
と

し
て
生
ま
れ
古
川
家
の
養
子
と
な
る
。
こ
の
昭
和
期
の
日
本
を
代
表
す
る
大

コ

メ
デ
ィ
ア
ン
は
、
昭
和
三
十
六
年

一
月
十
六
日
に
亡
く
な
る
直
前
ま
で
戦
前
、

戦
中
、
戦
後
の
二
五
年
間
に
わ
た
っ
て
膨
大
な
日
誌
を
書
き
つ
づ
け
た
。
芸
を

愛
す
る
日
常
の
生
活
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
バ
ロ
ン
の
実
子
と
い
う
育
ち
の
良

さ
か
ら
く
る
本
格
派
グ
ル
メ
と
し
て
の
記
述
、
書
物
を
愛
す
る
趣
味
人
の
日
々
、

移
り
ゆ
く
世
相
が
生
々
し
く
記
録
さ
れ
た
類
ま
れ
な

「
日
記
」
を
残
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
ロ
ッ
パ
の
昭
和
日
記
の
中
に

「
甲
府
」
が
、
街
や
風
景
そ
の
も
の
で
な

く
少
し
変

っ
た
カ
タ
チ
で
登
場
す
る
。
時
は
、
昭
和
十
七
年
の
夏
。

七
月
十
八
日

（
土
曜
）
晴

十
時
迄
寝
る
。
今
日
は
暑
く
な
る
ら
し
い
様
子
。
食
事
、
味
噌
汁
か
け
る

こ
と
に
定
ま

っ
た
。
十

一
時
の
迎

へ
、
楽
屋
ロ
ヘ
着
い
た
が
早
い
の
で
ニ
ッ

ト
ー
で
紅
茶
と
思

っ
た
ら
定
休
日
、
み
ど
り
や
て
か
小
さ
な
ミ
ル
ク
ホ
ー
ル

で
氷
い
ち
ご
、
甘
く
な
し
。

―

（中
略
）
十
六

ネ
九
時
四
十
分
頃
。
帰
宅
。
パ
ン
食
。
新
聞
に
仮
名
使

ひ
が
、
国
語
何
と
か
会
で
、
発
音
通
り
に
改
め
る
こ
と
に
定

っ
た
と
出
て
ゐ

Ｚ
や
。甲

府
は
か
う
ふ
で
な
く
て
、
こ
う
ふ
と
書
く
由
。
今
更
馬
鹿
々
々
し
く
て
、

そ
ん
な
こ
と
が
出
来
る
か
、
小
学
校
か
ら
の
月
謝
返
せ
、
馬
鹿
な
。

昭
和
十
七
年
六
月
十
七
日
国
語
審
議
会
は
、
標
準
漢
字
表
を
答
申
し
た
の
に

次
い
で
、
同
年
七
月
十
七
日
に
は
、
新
字
音
仮
名
遣
表
と
国
語

の
左
横
書
き
の

採
用
を
答
申
し
た
。

こ
の
新
仮
名
遣
に
ロ
ッ
パ
は

「
か
う
か
」
を
例
に
あ
げ
て
日
記
の
中
で
カ
ミ

つ
い
て
い
る
。
お
し
よ
せ
る
興
業

へ
の
軍
部
の
圧
力
、
加
え
て
大
好
物
の
高
級

洋
酒
や
食
糧

の
不
足
な
ど
た
ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
を

「
小
学
校
か
ら
の
月
謝
返
せ
」

と
が
ち
ま
い
た
の
だ
。
自
由
人

ロ
ッ
パ
の
面
目
躍
如
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、

そ
こ
は
若
い
頃
映
画
評
論
を
書
き
、
小
説
家
を
も
志
し
た
ロ
ッ
パ
な
ら
で
は
の

言
と
も
い
え
よ
う
。

五
　
一局
見
順

や
は
り
甲
府
に
直
接
来
た
の
で
は
な
い
が
、
あ
の

「
高
見
順
日
記
」
の
作
家

高
見
順

（
一
九
〇
七
年
ど

一
九
六
五
年
）
も
そ
の
日
記
の
中
で
甲
府
に
つ
い
て

記
し
て
い
る
。
戦
争
末
期

の
昭
和
二
十
年
三
月
入
日
と
九
日
の
日
記
か
ら
―

（長
い
の
で
関
係
な
い
部
分
は
省
略
し
た
。
）

二
月
八
日

清
水
に
立
退
命
令
が
出
た
と
い
う
。
敵
は
鹿
島
灘
と
駿
河
湾
か
ら
上
陸
し
、

後
者
の
上
陸
部
隊
は
厚
木
平
野
を
通

っ
て
東
京
に
迫
る
。
な
お
、
日
本
軍
が
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信
州
の
山
に
籠
る
の
を
防
ぐ
た
め
甲
府
あ
た
り
に
空
挺
部
隊
を
お
ろ
す
。
そ

う
い
う
宣
伝
を
し
て
い
る
と
い
う
デ

マ
が
だ
ん
だ
ん
飛
び
出
す
。

二
月
九
日
　
快
晴

代
田
橋
の
森
さ
ん
が
来
た
。
甲
府
の
知
り
合
い
に
疎
開
の
荷
物
を
預
け
た

と
こ
ろ
が
、
最
近
行

っ
て
見
た
ら
い
っ
ば
い
兵
隊
が
入
り
込
ん
で
い
て
、
周

囲
の
山
に
陣
地
を
構
築
し
て
い
て
、
ま
る
で
、
戦
場
の
よ
う
な
騒
ぎ
、
今
さ

ら
東
京

へ
ま
た
荷
物
を
戻
す
わ
け
に
も
い
か
な
い
し
、
悲
観
し
ま
し
た
と
い

う
。
そ
の
甲
府
の
知
り
合
い
と
い
う
の
が
な
ん
と
武
田
麟
太
郎
氏
の
細
君
の

姉
さ
ん
で
、
甲
府
の
大
き
な
お
寺
に
嫁
に
行

っ
て
い
る
の
だ
。

昭
和
二
十
年
四
月
、
当
時
の
甲
府
中
学
に
入
学
し
た
頃
の
筆
者
の
体
験
を
語

ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
市
の
南
部
に
あ

っ
た
私
の
家
の
近
く
に
東
京
か
ら
焼

け
出
さ
れ
て
疎
開
し
て
来
た

一
家
は
七
月
の
甲
府
空
襲
で
再
び
罹
災
す
る
と
い

う
気
の
毒
な
目
に
合

っ
た
。
又
、
当
時
の
甲
府
中
学
は
、　
一
年
生
、
二
年
生
の

授
業
を
も
打
ち
切
ら
れ
、
動
員
命
令
の
も
と
六
月
か
ら
ボ
ロ
電
に
乗
り
、
飯
野

で
降
り
て
飛
行
場
と
兵
舎
の
建
設
に
か
り
出
さ
れ
た
。
年
輩
の
兵
隊
さ
ん
も
た

く
さ
ん
い
た
。
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
の
モ
ッ
コ
か
つ
ぎ
は
食
べ
る
物
も
ほ
と
ん

ど
な
い
一
三
歳
の
少
年
に
と

っ
て
は
、
ま
さ
に
重
労
働
そ
の
も
の
で
あ

っ
た
。

高
見
順
日
記
を
読
み
な
が
ら
そ
の
頃
の
甲
府
と
そ
の
周
辺
の
様
相
が
、
痛
み
を

伴
い
よ
み
が
え

っ
て
く
る
。

敗
戦
前
の
暑
い
夏
の
記
憶
で
あ
る
。

一ハ
　
三
田
村
鳶
魚

本
名
玄
竜
、
甥
治
三
年
東
京
生
ま
れ
の
江
戸
文
化
、
風
俗
研
究
家
と
し
て

「
日
本
及
び
日
本
人
」
な
ど
に
多
く
の
江
戸
時
代
の
文
化
、
風
俗
に
つ
い
て
発

表
し
斯
界
の
第

一
人
者
と
な
る
。

鳶
魚
は
、
昭
和
二
十
年
三
月
二
十
三
日
に
東
京
中
野
の
家
を
出
て
同
年
の
十

一
月
二
十
八
日
帰
京
す
る
ま
で
山
梨
県
下
部
で
疎
開
生
活
を
送

っ
た
。
し
た
が

っ

て
、
身
延

・
甲
府
に
関
す
る
記
述
が
日
記
に
多
く
出
て
く
る
。
鳶
魚
の
日
記
は

明
治
四
十
三
年
か
ら
昭
和
三
十
四
年
ま
で

（
昭
和
十
九
、
二
十

一
、
二
十
二
年

を
欠
く
）
の
三
七
年
分
が
残
さ
れ
て
お
り
発
表
さ
れ
て
い
る
。
山
梨
に
疎
開
の

年
は
七
六
歳
の
時
で
あ
り
、
日
記
の
内
容
は
、
ほ
と
ん
ど
空
襲
被
災
の
記
事
、

社
会
の
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
感
慨
所
感
が
多
く
、
自
然
を
楽

し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
さ
え
見
ら
れ
る
。
や
は
り
こ
の
日
記
も
長
い
と
こ
ろ
は
甲

府
に
関
係
な
い
前
後
、
途
中
を
割
愛
し
た
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
。
昭

和
二
十
年
の
日
記
よ
り
。

二
月
二
十
三
日

（金
）
曇

○
坪
内
氏
同
道
、
甲
府

二
向
ヒ
原
準
太
郎
氏
に
至
ル
、
万
屋
旅
館
店
投
宿
。

Ｏ
壕

ハ
甲
府
駅
前
面
ノ
ミ
ニ
テ
他

ニ
ナ
シ
。
今
夜
入
浴
。
Ｏ
敵
機
通
過
の
度

毎

二
警
報
ア
レ
ド
モ
燈
火
管
制
サ
ヘ
行

ハ
ズ
。

二
月
二
十
四
日

（
土
）
晴

下
部
橋
本
屋

二
投
ズ
、
原
氏
ノ
紹
介
也
、
西
八
代
郡
富
里
村
字
下
部
、
午

後
七
警
報
ア
リ
、
踵
デ
退
避
信
ア
リ
。
Ｏ
下
部
駅
外

二
小
憩
シ
、
麦
酒
二
本
、

如
玉
子
十
五
、
落
花
生

一
掬
宛

ニ
テ
三
十
七
円
五
十
銭
支
払
。

鳶
魚
は
、
甲
府
の
知
人
原
準
太
郎
と
い
う
人
を
た
よ
っ
て
疎
開
し
た
。
予
定

で
は

一
日
前
の
三
月
二
十
二
日
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が

「
乗
車
切
符
得

ら
れ
ず
」

一
日
延
び
た
の
で
あ
る
。
あ
の
頃
は
、
Ｂ
２９
が
甲
府
上
空
を
通
過
し
、

さ
か
ん
に
東
京
を
空
襲
し
て
い
た
。
ま
さ
か
甲
府
な
ん
か
や
ら
れ
ま
い
と
い
う
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気
が
あ

っ
た
の
か
、
青
い
空
に
引
く
白
い
飛
行
雲
は
美
し
く
さ
え
あ

っ
た
の
を

お
ぼ
え
て
い
る
。

四
月
二
十
三
日

（月
）
曇

二
十

一
日
毎
日
、
朝
日
、
読
売
は
山
梨
日
日
と
切
替
に
な
る
。
今
日
初
め

て
山
日
を
見
る
、
今
夜
も
糾
励
根
恵
与
。

四
月
二
十
七
日

（金
）
晴

野
沢
氏
夫
妻
誘
引
、
井
伏
鱒
二
氏
に
逢
ふ
。
○
午
後
、
夜
聞
雨
、
や
が
て

月

よ

し

。

四
月
二
十
日

（月
）
晴

野
沢
氏
、
八
重
と
善
光
寺
駅
に
て
井
伏
氏
と
落
合
ひ
、
参
詣
の
後
に
甲
府

に
出
で
多
胡
屋
に
て
飲
み
、
終
列
車
に
て
間
違
ひ
身
延

へ
乗
越
し
、
野
沢
氏

と
荷
車
に
乗
り
、
同
氏
宅
に
二
時
半
着
。

鳶
魚
は
、
辺
境
の
地
に
疎
開
中
よ
く
人
と
会
う
の
を
喜
ん
だ
。
井
伏
鱒
二
と

の
交
わ
り
は
時
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
井
伏
と
逢

っ
た
そ
の

翌
日
も
二
人
は
話
し
を
し
、
三
十
日
に
は
、
善
光
寺
、
甲
府
と
交
遊
を
深
め
た

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
県
に
き
わ
め
て
な
じ
み
の
深
い
井
伏
鱒
二
だ
が
、

昭
和
十
九
年

（当
時
四
六
歳
）
山
梨
県
甲
運
村
に
疎
開
し
た
。
や
は
り
昭
和
三

十
年
四
月
甲
府
に
疎
開
し
て
き
た
太
宰
治
と
の
親
交
の
か
ず
か
ず
は
、
つ
と
に

有
名
で
あ
る
。
井
伏
は
甲
府
が
空
襲
を
う
け
る
や

「
甲
運
村
」
を
去
り
広
島
県

加
茂
村

へ
再
疎
開
す
る
。

井
伏
鱒
二
の

「疎
開
日
記
」
か
ら
。

七
月
十
日

（昭
和
二
十
年
）

甲
州
か
ら
広
島
県
に
再
疎
開
。
妻
子
を
連
れ
八
日
午
後

一
時
、
日
下
部
駅

発
、
中
央
線
経
由
に
て
名
古
屋
よ
り
京
都
に
至
り
、
大
阪
空
襲
中
の
故
を
も
っ

て
山
陰
線
を
選
び
、
万
能
倉
駅
に
下
車
、
年
後
十
時
生
家
に
着
く
。
道
中
、

上
諏
訪
と
大
津
で
も
警
報
。
山
陰
線
に
至
り
空
腹
し
き
り
な
る
も
の
で
あ
っ

た
。

（以
下
略
）

話
を
鳶
魚
の
日
記
に
も
ど
そ
う
。

六
月
十

一
日

（月
）
曇

原
氏
に
行
か
ん
と
し
て
能
は
ず
、
乗
車
切
符
を
得
ざ
れ
ば
也
。
○
敵
は
機

銃
掃
射
を
な
せ
り
、
∧
上
欄
Ｖ
こ
れ
は
訛
伝
な
り
。
甲
府
市
に
は
初
物
也
、

通
話
に
よ
り
此
事
を
聞
得
ず
、
○
野
沢
氏
に
往
く
、
夫
妻
亦
来
る
、
明
日
甲

府
行
に
決
す
。

六
月
十
二
日

（火
）
雨

原
氏
ヲ
訪
ヒ
用
談
三
件
、
小
松
屋

一
泊
、
野
沢
氏
夫
婦
、
剤
鋲
同
行
。

七
月
七
日

（土
）
曇

安
村
少
佐
、
野
沢
氏
。
Ｏ
昨
夜
甲
府
空
爆
摯
セ
ラ
レ
、
五
分

一
ホ
ド
焼
失

ヲ
免
ル
。
○
∧
上
欄
Ｖ
金
五
百
円
宿

へ
渡
ス
。

七
月
八
日

（
日
）
晴

野
沢
氏
、
安
村
少
佐
を
訪
ふ
。
○
山
梨
日
日

（毎
日
、
報
知
、
朝
日
）
ハ

東
京
毎
日
社

ニ
テ
印
刷
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
、
八
日
ヨ
リ
配
付
セ
リ
。

八
月
十
五
日

（水
）
晴

六
時
半
頃
警
戒
の
半
鐘
鳴
る
、
午
後
よ
り
敵
機
来
ら
ず
、
今
夜
燈
火
煙
々

た
り
。

時
局
は
い
よ
い
よ
風
雲
急
を
つ
げ
敗
色
濃
厚
と
な
っ
て
い
く
。
甲
府
行
の
切

符
の
入
手
も
困
難
と
な
り
つ
い
に
七
月
六
日
夜
甲
府
は
空
襲
を
う
け
る
。
鳶
魚



が
甲
府
に
着
い
て
、
初
め
て
一
夜
を
明
か
し
た
万
屋
旅
館
も
、
小
松
屋
も
、
井

伏
と
飲
ん
だ
多
胡
屋
も
み
ん
な
焼
け
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
下
部
の
旅
館
で
鳶

魚
は
終
戦
の
報
を
聞
く
。

「今
夜
燈
火
建
々
た
り
」
と
日
記
に
記
し
た
の
で
あ

Ｚつ
。先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
鳶
魚
は
、
終
戦
後
た
だ
ち
に
帰
京
し
た
の
で
は
な
い
。

し
た
が

っ
て
そ
の
後
の
日
記
も

つ
づ
く
。

八
月
二
十
九
日

（
水
）
晴

夕
鉤

二
お
ば
こ
ト
イ
フ
を
喰
フ
、
正
ツ
ク

ハ
お
ば
く

（
お
麦
）
也
、
麦
粥

へ
味
噌
汁
フ
カ
ケ
テ
喰
フ
也
。
○
ヤ
テ
ツ
ト
ウ
、
旦
雇
取
ノ
コ
ト
、
雇
ヒ
人

ノ
転
力
。
○
オ
ザ
ラ
、
カ
ケ
蕎
麦
、
ヒ
ヤ
ム
ギ
、
ウ
ド
ン
。
○
ホ
ウ
ト
ウ
、

ウ
ド
ン
ノ
延
シ
入
レ
幅
広
キ
ヲ
喜
ブ
、
雑
物

ハ
四
季
に
色
チ
ガ
ヘ
ド
、
カ
ボ

チ
ャ
入
レ
タ
ル
フ
御
馳
走
と
思

ヘ
リ
。
○
ナ
カ
レ
キ
、
富
士
前
に
流
レ
ヨ
ル

木
ノ
枝
、
木
ノ
根
等
ナ
リ
、
土
人
ト
リ
テ
燃
料
ト
ス
。

や
は
り
鳶
魚
は
江
戸
風
俗
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る
。
山
梨
の
方
言
、
食
べ

物
、
風
俗
に
つ
い
て
も
よ
く
観
察
し
て
い
た
の
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
、
い
か
に

も
平
和
が
も
ど

っ
て
き
た
と
い
え
る
こ
の
日
の
日
記
で
は
あ
る
。
こ
う
し
て
約

八
か
月
に
わ
た
る
山
梨
で
の
疎
開
生
活
を
終
え
、
家
族
と
共
に
無
事
に
帰
京
し

た
の
は
昭
和
二
十
年
十

一
月
二
十
八
日
で
あ

っ
た
。

七
　
清
水
則
重

此
見
聞
雑
記

ハ
、
今
予
ガ
勧
業

二
志
フ
起
シ
、
所
々
経
歴
見
聞
ス
ル
事
ヲ
、

忽
卒
雑
記
シ
、
専
ラ
事
実
ヲ
記
ン
、
向
来
ノ
記
憶

二
供

セ
ン
ト
ス
。
他
人
若
シ

一
見
ア
ル
モ
、
筆
記
ノ
錯
雑
、
文
意
の
拙
ナ
ル
フ
咎
ム
ル
勿
レ
。

清
水
則
重

「
見
聞
雑
記
」
冒
頭
の
一
文
で
あ
る
。
則
重
は
、
安
政
五
年
数
え

年
十
七
歳
で
、
穴
山
村
の
栗
原
家
か
ら
清
水
家
に
婿
入
り
し
、
明
治
十
年
三
十

歳
を
越
え
た
ば
か
り
の
若
さ
で
山
梨
県
物
代
県
会
議
員
と
な
り
、
山
梨
県
第
九

区
長

（現
在
の
高
根
町
に
大
泉
村
を
加
え
た
広
い
地
域
の
長
）
を
も

つ
と
め
た
。

な
お
、
弟
の
栗
原
信
近
は
、
国
立
第
十
銀
行

（現
在
の
山
梨
中
央
銀
行
の
前
身
）

の
初
代
頭
取
で
あ

っ
た
。
則
重
は
、
温
厚
な
性
格
で
幼
い
時
か
ら
学
問
を
好
み
、

歌
を
詠
み
書
画
を
得
意
と
し
た
。
孫
に
あ
た
る
清
水
以
誉
子
に
よ
れ
ば

「
背
が

高
く
白
い
ひ
げ
を
生
や
し
、
歌
を
詠
み
、
絵
や
書
が
う
ま
く
、
幼
い
私
は
こ
の

祖
父
を
持

っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思

っ
て
い
た
―
」

と
い
う
。

則
重
は
、
明
治
十
二
年
の
県
会
議
員
の
改
選
に
は
立
候
補
せ
ず
、
藤
村
県
令

の
殖
産
興
業
政
策
の
影
響
も
あ

っ
て
そ
の
年
の
二
月
勧
業
視
察
の
旅
に
出
た
。

そ
の
心
覚
え
の
日
記
が

「
見
聞
雑
記
」
で
あ
る
。

明
治
維
新
と
い
う
大
改
革
の
後
、
近
代
国
家

へ
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
当

時
の
日
本
の
姿
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
旅
行
で
則
重
は
当
時
の
朝
鮮
に
も

渡

っ
て
い
る
。
即
ち
そ
の
主
要
な
視
察

コ
ー
ス
は
、
甲
府
を
出
発
点
と
し
、
東

京
↓
横
浜
↓
神
戸
↓
下
ノ
関
↓

（玄
海
灘
↓
釜
山
）
朝
鮮
↓
九
州
↓
四
国
↓
大

阪
↓
尾
張
↓
身
延
↓
甲
府
と
な

っ
て
い
る
。
あ
の
頃
の
交
通
事
情
な
ど
考
え
る

と
こ
の
長
期
に
わ
た
る
視
察
は
、
か
な
り
の
難
儀
な
旅
で
あ

っ
た
。

さ
て
、
そ
の
甲
府
出
発
の
日
の
日
記
を
見
よ
う
。

甲
府
？
上
野
原

二
月
十
八
日
、
晴
天
、
此
日

ハ
幸
に
、
途
中

マ
デ
栗
原
銀
行
頭
取
、
斉
土

南
都
留
郡
長
、
鯉
淵
北
都
留
郡
長
他
三
名
卜
倶

二
甲
府
フ
発
車
シ
テ
、
式
内

ノ
社
タ
ル
甲
斐
名
ノ
神
社
フ
逢
拝
ン
、
少
シ
ク
過
グ
ル
ニ
、
善
光
寺

ノ
大
伽

―-67-―



藍
大
破

二
及
ビ
、
殆
ド
破
壊

セ
ン
ト
ス
ル
ノ
景
況
ヲ
見
テ
、
今
ヤ
寺
院
ノ
日
フ

加

ヘ
テ
衰

ヘ
ム
ト
ス
ル
ノ
思
想
フ
想
起
シ
ツ
ツ
、
走
車

ン
ナ
ガ
ラ
西
方
ヲ
眺
メ

ヤ
ル
。
春

メ
キ
タ
ル
山
々
霞
ヲ
帯
ビ
テ
長
閑
ナ
ル
眺

メ
面
白
ケ
レ
バ

秋
霧
の
月
に
う
か
れ
し
面
か
げ
も
ほ
の
か
に

見
え
て
霞
む
山
の
端

夫
ヨ
リ
名

ニ
シ
負
フ
酒
折
ノ
宮

ノ
前
フ
過
ル
時
、
車
フ
走
ラ
セ
ナ
ガ
ラ
蓬

年
十
シ
テ
み
ち
の
く
の
ゑ
み
し
平
ら
げ
か
へ
り
ま
す

大
神
や
ど
る
跡
の
し
の
ば
ゆ

夫

ヨ
，
石
和

二
至
ル
。
此
村

ハ
、
幕
府
ノ
代
官
役
所
フ
設
置
セ
ル
地
ナ
ル

モ
、
維
新
ノ
際
廃
止
セ
ラ
レ
テ
ヨ
リ
、
愛

二
十
余
年
、
村
況
ノ
衰

ヘ
タ
ル
事

驚
キ
タ
ル
体
ナ
リ
。
此
頃
郡
役
所
フ
民
家

二
構
設
ス
ト
雖
モ
未
だ
賑
フ
色
モ

見

エ
ザ
ヅ
キ
。

笛
吹
川

二
架

セ
ル
甲
運
橋
長
サ
十
六
間

ハ
、
昨
八
月
ノ
水
害

ニ
テ
二
十
間

余
リ
フ
流
失
シ
テ
、
日
今
修
繕
中
、
渡
舟
ナ
リ
。

（
以
下
略
）

長
い
視
察
旅
行
の
初
日
、
天
候
に
も
め
ぐ
ま
れ
た
記
念
す
べ
き
甲
府
ス
タ
ー

ト
の
日
の
記
述
で
あ
る
。

当
時
の
県
内
の
交
通
手
段
は
、
人
力
車
、
カ
ゴ
、
舟
、
馬
に
も
乗
り
時
に
は

歩
い
た
と
い
わ
れ
る
。

甲
斐
名

（奈
）
神
社
、
善
光
寺
、
酒
折
の
宮
か
ら
石
和

へ
と
向
う

コ
ー
ス
は
、

ほ
ぼ
現
在
も
変
り
は
あ
る
ま
い
が
市
制
百
周
年
を
迎
え
ん
と
す
る
甲
府
東
部
の

発
展
が
り
は
、
さ
す
が
の
則
重
に
も
想
像
で
き
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
石
和
の
衰
退
ぶ
り
に
大
い
に
お
ど
ろ
い
て
い
る
。
こ
れ
ま

た
。
現
今
の
石
和
温
泉
郷
の
殷
賑
を
眺
め
た
と
し
た
ら
則
重
は
ど
ん
な
歌
を
詠

ん
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
ｒ
′

そ
ん
な
思
い
を
は
せ
な
が
ら

「
見
聞
雑
記
」
を
終
わ
る
。

以
上
い
わ
ゆ
る
文
人
の
日
記
の
中
に

「
甲
府
」
は
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
で
あ
ろ
う
か
を
探

っ
て
見
た
。
本
来

「
日
記
」
は
、
記
さ
れ
た
そ
の
全
部
を

通
読
し
な
け
れ
ば
面
白
く
な
い
。
Ａ
脈
絡
Ｖ
が
あ

っ
て
こ
そ

一
日
の
日
記
が
意

味
を
も

つ
。
し
か
し
、
テ
ー
マ
と
紙
数
の
関
係
で
そ
の
よ
う
に
は
い
く
ま
い
と

思
い
、
は
じ
め
か
ら
省
略
す
べ
き
は
略
し
、
解
説
も
で
き
る
だ
け
簡
潔
に
し
た

つ
も
り
で
あ
る
。

こ
の
拙
稿
を
結
ぶ
に
あ
た
り
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
理
解
を
賜
り
た
い
と
願

う
所
以
で
あ
る
。
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